
 
こんにちは、市議会議員のふくま健治です。 

朝晩の冷え込みが厳しくなりました。くれぐれもお体には

お気を付けください。 

 

１２月市議会が始まります 

１１月３０日から１２月１４日まで開催されます。 

一般質問は、６日・７日・８日の予定です。介護保険、

国民健康保険、小中学校適正配置計画などについて質問し

ます。ぜひ、傍聴にお越しください。 

たくさんの意見・要望かだされた 

市議団主催の市政懇談会 

                 東部公民館で開か

れました。当日は

雨にもかかわら

ず多くの市民の

ご参加をいただ

きました。 

参加者からは「国民健康保険税が高い、短期保険証や資

格証明書の取り扱い」「介護保険料の引き上げやめてほしい。

安心してサービスを利用できるようにしてほしい。介護施

設整備をすすめてほしい」「住宅リフォーム制度の実現を」

「学校トイレの様式化を」「古い公民館の改修を」「いのの

し被害をどうにかしてほしい」などの、要望・意見が寄せ

られました。また、大道公民館でも、大道支部主催の市政

報告会が開かれました。 

またまた国保税値上げか? 

１１月１７日の大分市国民健康保険運営協議会では、国

保会計のシュミレーションが示され、赤字が累積すること

から、国保税率の改定について、１２月２２日から論議が

開始されます。これ以上の負担は限界です。一般会計から

の繰り入れを増やすこと。こんなときこそ溜め込んでいる

基金の一部を取り壊すこと。国庫負担の増額を要求すると

ともに、減免制度の拡充を求めていきます。 

ＴＰＰ反対の宣伝・申し入れ 

               党中部地区委員会とし

て、農業関係団体を訪

問しました。ある土地

改良区では、水路の維

持管理が大変。 

農家から徴収する賦課金の助成などをおこなってほしい

などの要望がだされました。ＴＰＰについては「同じ立場

です」との対応でした。大分駅前でのビラ配布では、「内容

がよく伝わらない」との声が多く寄せられました。 

消費税増税ストップ 

国保税引き下げを 

―――県生健会が県交渉――― 

                 県下の「会」から 

５０名が参加しまし

た。「財政化安定化基

金を取り壊し、介護

保険料を引き下げる 

こと」「障害者医療、一人親医療費は窓口無料に」「国保税

滞納、生活費に当てる年金の全額差し押さえやめよ」「性同

一性障害者への生保・医療扶助適用を」などを訴えました。 

 
 

暮らし・地域の問題など 

ご意見・ご要望をおよせください。 

ふくま健治生活相談所  
大分市東大道３―２―６ 
５４６―４５０５（ＦＡＸ兼用） 
携帯０９０―２７１４―５６１２       

 

活動報告ニュース 
２０１１年１２月号 


